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まずはじめに,私 は小樽商科大学に勤務することができたことを,心 から
幸せであった と思っています。教職員の皆さん,そ して学生諸君か ら,実 に
た くさんの ことを教 えていただきました。その心の支えがあったか らこそ,
不十分ではありましたが職務 を全うすることができたのです。いま,な つか
しい小樽商科大学での思い出に浸 りながら,あ らためて皆さんにお礼申しあ
げます。
さらに,名誉教授の称号をいただきました こと,そ して 『人文研究』で記
念号を出していただきましたことは,望外の喜びで,深 く感謝申しあげます。
小樽商科大学に私が着任 したのは,1979年10月のことでした。当時はバス
が大学 まで来ていな く,朝 日通 りのバス ・ス トップで降 りて,地 獄坂を歩い
て登 りました。それから20年近 くの歳月,この坂 を行 き来 したことになりま
す。春夏秋冬での地獄坂の美しいたたずまいが,い まも昨 日のことのように
心に焼 きついています。 とくに,夏 の暑い日に汗 を拭 くために,地 獄坂で立
ち止 まって見た海 と空の青 さを忘れることはないでしょう。
名誉教授の故脇田勇先生か ら小樽商大 に来 ないか という話 をいただいた
時,私 は室蘭工業大学で英語 を教えていました。当時か ら私の研究の対象は
20世紀のイギリスの作家であるD.H.ロレンスの作品であり,な にか不思議
な縁 を感 じた ことを,今 も鮮やかに覚 えています。それは,小樽高商の卒業
生であった作家の伊藤整がロレンス最後の長編小説である 『チャタレイ夫人
の恋人』の訳者であったか らです。昭和25年に出版された 『チャタレイ』の
伊藤による完訳本 は,巷 の評判 となり,やがて狸褻 ということで裁判沙汰 に
なったことは周知の ことであ ります。 この間の事情 については伊藤整の 『裁
判』 という本に詳 しく書かれていますが,小 林秀雄,福 田恒存,中 野好夫,
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吉田健一,西 村孝次 といった当時の文化人や知識人が これを弁護することに
なるのです。 この裁判は日本の精神風土に大 きな影響を与えることになるの
ですが,伊 藤整 を卒業生 にもつ小樽商大の教官になることは,私 にとって大
変魅力のある話でした。
また,小 樽商大は 「北の外国語大学」 というイメージがあ り,外国語 を教
える者 にとっては憧れの大学で もありました。小樽商大には,マッキンノン,
リチャアー ド・ス トーリ,速川浩,木 曽英作,太 田朗,宇 賀治正朋,飛 田茂
雄,脇 田勇先生 と続 く輝かしい英語教育の伝統があ り,研究 と教育の質の高
さにも定評があ りました。赴任してみます と,や はり私の期待 したように,
外国語の同僚の先生は皆卓越 した研究者,教 育者であり,学生 も熱心に語学
を勉強していました。さらに,教 官,職 員,学 生の関係 も信頼関係で結ぼれ
ていて,ほ っと安心したことを覚えています。授業ではおもに文学作品,と
くに英米の小説家の短編小説を読みました。教室でテキス トを読むというこ
とは,教 師 と学生の共同作業であり,どち らかが手 を抜 くと授業は成 り立た
な くな ります。一方,教師 もそういった状況のなかで成長 してゆ くものです。
そういった面でも私は恵 まれていたと思います。いま外国語教育は過渡期 に
あり,コ ミュニケーションの手段 としての語学教育が要求されています。そ
れ も大切ですが,同 時にその言語が使われている国の文化的背景や慣習 と
いった ものを理解 していない と,誤解 を招 くことになります。真の国際人 に
なるためには,た だ言葉を流暢に話すだけでな く,話し手の人格 と豊かな教
養が求められ るのです。
小樽商科大学 に在職 した年数は,私の41年の教員生活のおよそ半分にあた
ります。その間に,国立大学 は大学教育の改革期 に入 り,大学の教育過程の
見直 しや,自 己点検,自 己評価の問題,国 際交流の推進 といった動きが出て
きました。平成3年 には,大 学の改組 により,言語センターが設置されまし
た。小樽高商以来のす ぐれた伝統をもつ外国語教育が,一 般教育か ら独立 し
たこの新組織 は新 しい理念 をもって歩 き始めたのでした。 これは私の商大在
任中での特筆すべき出来事でありました。今言語センターのスタッフと設備
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も充実 し,大 きな理想 に向かって着実に進んでお り,そのますますのご発展
を心より願 っています。
とりとめのないことを,筆 のむ くままに書いてきましたが,私 にとっての
一大事 といえば,三年ほど前の11月の末に心筋梗塞 という病気におそわれた
ことで した。教職員の皆 さんや学生諸君にも大変な迷惑 をかけてしまったの
ですが,幸い3週 間の入院で ことなきをえました。その折 りも,言語センター
の諸先生,学生諸君,教 え子,友人や家族の励 ましの言葉や心遣いのお蔭で,
停年を迎えることができた と感謝 してお ります。D.H.ロレンスは彼のエッセ
イのなかで 「小説は人間関係 の微妙 に7色 に色合 いを変える虹を描 きだす完
壁な手段である」と述べています。20世紀を代表する小説家として,ロ レン
スが高 く評価 されるのは,彼 が当時 まだタブーであったセックスをとりあげ
た作品を書いたこと,シ ンボルや神話 を巧みに用いた こと,リ アリズム とシ
ンボリズムの見事 な調和などのロレンスのす ぐれた芸術性のためであること
は確かでありますが,実 は彼 の人間関係 一 男性 と女性の関係,男 性対男性
の関係,人 間と自然の関係 といった広い意味での関係 一 の飽 くことなき追
求のためだったともいえます。ロレンスは人間が人間たるXXraisond'etre",
存在理由は人間関係にあるのだ と,彼の一生を通 して私たちに訴え続けたの
です。彼は人間がこのような人間間係 を拒絶 した とき,人 間でな くなってし
まう,人間的要素を失ってしまうと現代人に警告 しているのです。私がロレ
ンスの主張の大切 さをまさに,身 をもって感 じたのは入院生活であり,人間
と人間の心の結びつきが,いかに大切かを改めて知ることがで きたので した。
私のロレンスについての研究については,小樽商大 という恵まれた環境の
もとで,お よそ研究業績の半分,13篇を書きあげることができました。私の
研究の対象はロレンスの小説 と短編小説でありますが,神 話,象 徴 といった
面から彼の作品を分析 してきました。ニーチェ,ミルチャ・エ リアーデ,J.G.
フレーザー,G.バシュラール,J.キャンベルといった哲学者,宗 教学者,神
話学者や人類学者の理論 を参照しながら,私 なりにロレンスの文学に迫 るこ
とができたのではないか と,少 しばか りの満足感 もあります。最近では特 に
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彼の小説のなかでの時間の取扱に関心 をもっています。 これは25年前に『D.
H.ロレンス・レヴュウ』に掲載された拙文で最初 にとりあげたテーマなので
すが,他 の研究者 もあまり触れていない問題なので,私 なりにこれからも研
究を続 けていこうと思っています。
停年に際 し,私のD.H.ロレンスの『息子 と恋人』についての最終講義では,
山田家正学長はじめ江口修言語センター長か ら身にあまるお言葉をいただき
ました。また教職員の方々や学生諸君から沢山の花束を頂戴 し,教師 として
の幸せに感激いたしました。これからの人生のよき思い出として,私 の心の
糧 として大切に胸の奥にしまっておきます。
最後 になりましたが,特 集号のためにご多忙な中お言葉 をいただきました
山田家正学長 と君羅久則先生に心からお礼申しあげます。
また,編 集にあた られた先生 とこの号にご執筆 くださいました諸先生 に深
く感謝申しあげます。
小樽商科大学のますますの発展 と,教職員の皆 さんのご健勝 を祈ってお り
ます。
